
（案） 

 
 

令和8年度中央区舗装構造調査等業務 

仕 様 書 

 

第１条（適用範囲） 

  本仕様書は、浜松市（以下、「委託者」という。）が委託する「令和 8 年度中央区舗装構造調

査等業務」に適用する。 
 

第２条（業務目的） 

舗装修繕における基礎資料として、本仕様書第４条において指定する道路（車道上）の舗装

部について、FWD 調査（たわみ量調査・解析）を行い、舗装及び路床の状態を把握するとと

もに推定 CBR を決定し、必要に応じて適切な舗装構成並びに修繕工法を立案するものである。 

 

第３条（適用基準等） 

本業務は、本仕様書によるほか、以下の基準に基づき実施する。 

表１ 適用基準等 

名称 発行機関 発行年 

浜松市舗装維持管理ガイドライン 浜松市土木部 平成３０年 ９月 

浜松市舗装長寿命化計画（改定版） 浜松市土木部 令和６年 ３月 

舗装調査・試験法便覧 
社団法人 

日本道路協会 
平成１９年 ６月 

舗装の維持修繕ガイドブック 2013 
社団法人 

日本道路協会 
平成２５年１１月 

アスファルト舗装の 
詳細調査・修繕施工便覧 

社団法人日本道

路協会 
令和５年 ３月 

 

第４条（調査箇所及び数量） 

浜松市土木部中央土木整備事務所が所管する道路 

第５条（業務責任者） 

受託者は、本業務の施行にあたり、業務責任者として以下のいずれかの資格を有する者を配

置し、着手届により委託者に届け出ること。またこれらの者を変更したときも、業務責任者変

更届により届け出ること。 

１．技術士（総合技術監理部門：建設［道路］） 

２．技術士（建設部門：道路） 

３．ＲＣＣＭ（道路） 

４．一級土木施工管理技士かつ舗装診断士 

  



（案） 

第６条（業務内容） 

（１）現地踏査 

   依頼書に添付された位置図をもとに現地踏査を行い、調査位置を確認する。 

（２）FWD 調査（舗装構造調査） 

ＦＷＤ調査により、たわみ量を測定し、舗装の健全度、及び路床のＣＢＲを推定する。

なお、測定方法は以下のとおりとする。 

・測定間隔は 20ｍとし、委託者との現地状況確認により測点を配置する。 

・ＦＷＤの載荷荷重は 49kN（5tf）を標準とし、1測点の重錘の落下回数は 4回とする。

（1回目のデータは破棄し、2～4回目のデータを平均して採用する） 

・たわみセンサーは 7個以上を装着し、最大距離は荷重中心から 200cm とする。 

・ＦＷＤの制御と測定データの記録は、専用システムを装備したパーソナルコンピュー

タにより管理する。 

・測定項目は、測定日時、測定情報（路線名、車線、位置、距離）、載荷荷重、外気温、

路面温度、たわみ量とする。なお、測定結果は即時確認し、異常のある場合は再度測

定する。 

（３）資料収集・整理 

既存資料（過年度路面性状調査結果、大型車交通量、埋設管位置図等）を収集し、Ｆ

ＷＤ調査を主とする各調査により得られたデータとともに、とりまとめを行う。 

  （４）既設舗装評価（ＦＷＤ解析） 

（３）で得られたデータおよび、「舗装の維持修繕ガイドブック 2013：（社）日本道

路協会」等に基づき、舗装及び路床の評価を行う。なお、評価の方法は以下のとおりと

する。 

・調査結果からたわみ縦断図を作成する。 

・舗装各層の健全度を評価する。 

※アスファルト層は、計測した路面温度から 20℃に補正したたわみ量により、

弾正係数を推定し評価する。 

※既設舗装体の評価は、残存等値換算厚（cm）で行う。残存等値換算厚は、たわ

み量より試算する方法や、多層弾性理論に基づき層毎の弾性係数から等値換算

係数を求めるにより評価する。 

・路床のＣＢＲを推定する。 

（５）修繕工法の検討 

既存資料、現地踏査、ＦＷＤ調査等により健全性低下の原因を推定し、各調査で得

られたデータと路線毎の大型車交通量、現場条件、関係機関協議の結果及び既設の舗

装構成を総合的に勘案し、修繕断面の舗装構成の検討を行う。なお修繕断面について

は、異なる修繕工法を 3 案提示し、経済性等を総合的に評価して推奨断面を決定する。 

（６）既設舗装厚の確認 

既設舗装厚さ及び舗装構成を開削調査または小口径ボーリング調査により把握す

る。調査箇所数は 1路線当り 1箇所以上とし、委託者と協議のうえ決定する。また既

設舗装構成が既知の場合はこれを省略できる。 

確認後の仮舗装工は、確認後すみやかに高耐久常温合材で舗装するものとする。 

発生したアスファルト殻等は、建設工事に係る再生資源化等に関する法律等の関係

法令に従い、適正に処理すること。 

  



（案） 

第７条（業務要領） 

（１）計画・準備 

   業務に先立ち業務計画書の作成を行う。なお、業務計画書に記載する事項は以下のと

おりとする。  

１）業務内容  

２）実施方針（調査方法、使用機器）  

３）実施体制  

４）連絡体制（緊急時含む）  

５）その他、委託者が必要と判断した事項 

（２）業務の実施 

ア 委託者は、本契約における業務を別に定める業務依頼書（様式１）により依頼する

ものとする。ただし、緊急を要するときは、委託者からの口頭による依頼により業務

を実施することができる（その後業務依頼書による依頼がなされる。）。 

イ 受託者は、委託者より依頼を受けた都度、特に指示がない限り、速やかに業務を実

施しなければならない。 

ウ 各調査に際し使用する機材は、その外観および仕様を事前に委託者に報告し、確認

を受けるものとする。 

エ 不要となった資機材は、関係法令を遵守し適正に処理するものとする。 

オ 受託者は、第三者から通報や連絡等があった場合は丁寧に対応し、その内容を速や

かに委託者に報告しなければならない。 

（３）立会い 

ア 委託者は業務実施にあたり、必要に応じて受託者の立会を求めることができる。 

イ 受託者は業務実施にあたり、必要に応じて委託者の立会を求めることができる。 

（４）交通規制 

ア 委託者は、業務実施にあたって交通に危険を及ぼす恐れがあるときは、バリケー

ド・保安ロープ・セーフティーコーン・赤色灯・標識によるほか、必要に応じ交通誘

導員を配置して交通の安全を確保すること。 

イ 対象路線（別添①）にて作業する場合は、交通誘導員のうち１人は有資格者（平成

17 年警備業法改正以降の交通誘導業務に関わる一級検定合格警備員又は二級検定合

格警備員）を配置すること。 

  （５）業務の完了 

    受託者は、業務が完了したときは、速やかに以下の書類を委託者に提出すること。 

ア 業務完了時 

   業務完了書（様式２） 

   業務精算書（様式３） 

  作業状況写真（報告書に含めて提出） 

  着手前及び完了後の写真(報告書に含めて提出)※既設舗装厚の確認を行った場合 

  報告書（A4 版）１部 

  電子データ   １部 

イ 月ごとの報告時 

   業務実績報告書（様式４） 



（案） 

ウ 業務完了報告時（年６回以内） 

   業務完了報告書（様式５－１） 

   業務完了報告書（様式５－２） 

（６）その他 

作業中にポットホール、道路陥没等の道路損傷を発見した場合は、速やかに委託者に報

告すること。 

 

第８条（その他） 

本業務の遂行にあたり、疑義が生じた場合又は定めのない事項については、浜松市土木工事

共通仕様書を参考にし、委託者と受託者とが協議の上定めるものとする。 
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様式１ 

第   号 

 

受託者 

○○○○○○様 

中央土木整備事務所 

所長 ○○ ○○ 

 

 

業 務 依 頼 書（案） 
 

 

下記のとおり業務を依頼します。 

 

 

記 

 

１．名 称   令和 8年度中央区舗装構造調査等業務 

 

２．路 線 名   （〇）○○○○線 

 

３．場 所   浜松市中央区○○町地内 （添付「位置図」参照） 

 

４．依 頼 日   令和○○年○○月○○日（  ） 

 

５．業務内容   単価表工種番号 

 

工種名  

 

依頼延長 L=○m 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督員職氏名 技術職員 ○○ ○○   



様式２ 

第   号 

 

中央土木整備事務所 

所長 ○○ ○○ 

受託者 ○○○○○○ 

 

 

業 務 完 了 書（案） 
 

 

下記のとおり業務を完了したのでお届けします。 

 

 

１．名 称    令和 8年度中央舗装構造調査等業務 

 

 

２．路 線 名    （〇）○○○○線 

 

３．場 所    浜松市中央区○○町地内 

 

４．作業期間    令和○○年○○月○○日（  ）～ 令和○○年○○月○○日（  ） 

 

５．業務内容    単価表工種番号 

 

工種名 

 

実施延長 L=○m 

 

７．業務責任者   ○○ ○○  

 

 

 

 

 

上記業務委託の検査をいたしました。 

 

令和  年  月  日 

 

検査員職氏名 技術職員 ○○ ○○   



様式３ 
 

令和 8 年度中央区舗装構造調査等業務精算書（案） 
 

                    
                   第    号   完了日 令和  年  月  日 

 

工種名 
工種

番号 
単位 契約単価 数量 金額 摘要 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

計       

監督員確認                ㊞ 



様式４ 
○月度 業務実績報告書（案） 

 

 

令和○○年○○月○○日 

受託者  ○○○○○○ 

業務責任者 ○○ ○○   

 

令和 8年度中央区舗装構造調査等業務 

 

 

 

 

 

№ 指示年月日 路線名 町 名 延長 金 額 累計金額 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

    ○月度 計   

    （消費税）   

    合  計   



様式５-1 

 

業務完了報告書（案） 
 

令和○○年○○月○○日 

（あて先） 

浜松市長  中野 祐介 

 

（受託代表者）浜松市○区○○町○○番地 

○○○○○○ 

代表取締役 ○○ ○○   

 

業 務 名  令和８年度中央区舗装構造調査等業務 

委 託 期 間  自  令和○○年○○月○○日 

至  令和○○年○○月○○日 

 

下記のとおり○月～○月度の業務が完了したので報告します。 

 
記 

 

 
 

年  月 金  額 累計金額 備  考 

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

令和○年 ○月分    

合   計    



様式５—２ 
 

  

                               令和   年   月   日 

 

   （あて先）浜松市長  中野祐介 

 

                 住所又は 

                 所 在 地 
              

受託者  商号又は 

                 名 称  
                    
                 代 表 者                    
 

業 務 完 了 報 告 書（○月）（案） 

   
浜松市契約規則第３７条の規定により、次のとおり業務を完了したので、届け出します。 

記 

 
業 務 の 名 称 令和 8年度中央区舗装構造調査等業務 

 

業 務 の 場 所    浜松市中央区管内 

契 約 年 月 日 令和   年   月   日 

契 約 期 間 
令和   年   月   日 から 

令和   年   月   日 まで 

前回までの完了年月日 令和   年   月   日（○月分まで） 

今 回 完 了 年 月 日 令和   年   月   日（○月分） 

契約金額（単価）/（単位） 契約書のとおり 

前回までの作成数量（実績） 件（○月まで） 

今回作成数量（実績）    件（○月分） 

備 考 

 この業務の従事者に対する賃金等の労働条件や労働環境について

は、最低賃金法等の関連法令を遵守し適正に確保 

（  した  ・   しなかった   ）ことを報告する。 

 

 


